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大
気
汚
染
の
元
凶
の

一
つ
で
、
自
動

車
の
排
ガ
ス
規
制
の
対
象
に
も
な
っ
て

い
る

窒
素

酸
化
惚

名
直

鳳
市
内
で

も
「
県
と
市
合
わ
せ
て
二
十

一
カ
所
の

自
動
観
測
局
が
う

０
が
、
地
点
が
少
な

い
う
え
、
区
役
所
や
保
健
所
の
二
、
二

階
部
分
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
観
測
体
制
は
必
ず
し
も
十
分
と
は

い
え
な
い
。

地
点
は
四
十
八
カ
輌

名
古
屋
市
に
限
ら
ず
、
窒
素
酸
化
物

に
よ
る
汚
染
は
冬
李
に
最
も
高
い
数
値

方
を
通
ん
だ
。

観
測
は
、
自
動
車
四
合
に
よ
る
移
動

観
測
と
、
名
城
公
園
で
の
定
点
観
測
の

二
班
に
分
か
れ
、
移
動
観
測
班
は

一
地

忘
で
三
回
、
さ
〓
腱
化
物
の
汚
染
度
を

観
測
、
そ
の
平
均
値
を
取
っ
た
。

そ
の
結
果
、
名
古
屋
市
全
域
の
平
均

値
は
〇

・
七
九
Ｒ
話
だ
っ
た
が
、
千
種

一

区
や
昭
和
区
な
ど
で
は

一
・
五
Ｒ
Ｍ
」

上
の
高
い
数
値
を
示
し
た
。
と
く
に
藁

か
っ
た
の
は
千
種
区
の
本
山
交
差
点
付

近
の
二

・
Ｏ
Ｒ
Ｆ
。
千
種
区
は

ヽ
、
こ
の
．

ほ
か
三
地
点
で
観
測
し
て
い
る
が
、　
一

・
三
、

一
・
〓
、

一
・
Ｏ
Ｒ
品
と
、
い

の
南
部
、
西
都
地
域
は
低
く
、
ど
こ
も

〇

・
五
Ｒ
Ｍ
以
下
。
ゼ
ロ
と
い
う
地
点

も
多
か
っ
た
。

汚
染
と
は
あ
ま
り
関
係
な
い
と
み
ら
れ

て
い
た
。

こ
の
面
地
域
の
観
測
デ
ー
タ

が

″
常
議
″
と
は
全
く
違
う
も
の
に
な

っ
た
た
め
、
同
研
究
室
で
は
、
定
点
観

測
に
よ
る
風
向
、
風
速
の
デ
ー
タ
な
ど

を
も
と

に
分
析
、名
古
屋
市
の
地
理
的
、

気
象
的
条
件
が
、
東
部
地
域
に
大
気
汚

染
を
も
た
ら
し
て
い
る
、
と
の
結
論
を

導
い
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
こ
の
季
節

、
名
古
屋

市
内
は
北
西
の
民
の
日
が
多
い
。
そ
れ

が
ぶ

つ
か
る
の
が
東
部
丘
陵
地
帯
。　
一

方
、
伊
勢
湾
か
ら
の
海
風
も
東
部
丘
陵

に
ぶ

つ
か
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
東
部

地
域
に
は
弱
い
前
線
が
形
成
さ
れ
、
風

の
弱
い
静
穏
帯
が
で
き
る
。

つ
ま
り

一

種
の
吹
き
だ
ま
り
。
こ
こ
に
は
、
名
古

摩
全
体
の
汚
染
物
が
た
ま
る
。

同
じ
東
部
丘
堕
で
も
天
自
区
や
東
区

の

汚
染
度
が

低
か

っ
た

の
は
、
天
自

川
、
矢
田
川
の
川

風
の
影
響
、
中
区
栄

付
近
は
ビ
ル
風
が
汚
築
物
を
吹
き
瀬
ば

し
て
い
る
た
め
と
い
う
。

大

和
田
助
教
授
の
話
　
こ
れ
ま
で
市

や
県
は
、
国
道
１
号
な
ど
の
汚
染
数
値

を
公
表
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

「
こ
ん

な
に
き
れ
い
に
な
り
意
し

た
」
と
し
て

き
た
が
、
そ
れ
が
誤
り
た

と
い
う
こ
と

が
、
こ
の
研
究
で
明
ら
か
に
な

っ
た
．

行
政
機
関
は
も

っ
と
き
め
細
か
い
観
測

体
制
を
取
る
必
要
か
あ
る
と
思
う
。

出
や
す
ぐ
、
放
射
冷
知
も
盛
ん
な
午
後

一
と
さ
れ
て
い
た
地
域
。
こ
れ
に
対
し
、

五
時
す
ぎ
―
―
同
研
究
笙
で
は
、
こ
う
」
東
部
丘
睦
沿
い
は
、
同
市
き
っ
て
の
高

し
た
気
鎮
条
件
を
考
え
、

こ
の
日
の
夕

一
級
住
宅
街
。
録
も
比
較
的
多
く
、
大
気

鋳
難
辮祠
麒
褥
楊

錯晨静栃の
分布
を調べるこ
とにな
一‥て
‐れち
，の
情堰喧を
塚ル一
施屁̈

鋼
↑デ
一肇
一肇
後五思
顧

噂
，れ罐
ｉ部嘔
■
。逆

見
繁
急
駐
難
しな
証
花
け堰
暉
曜
堪
姫
ど
、市

轟屏
熙
貪
一融
一顆
躙
襲

大気簿簗のふきたま|り |ひ

名
古
屋
市
内
で
い
窒
薫
酸
化
物

（
Ｎ

Ｏ
■
）
に
よ
る
汚
染
濃
度
が
最
も
高
い

の
は
、
中
川
区
や
南
区
で
は
な
く
、
千

猥

昭
和
区
な
質

怪

独

Ｔ

■

ち

研
究
が
憂
知
〓
百
大
学
霊
蘭
学
研
究
雲

の
大
和
田
道
雄
”
教
授
ら
の
手
で
ま
と

ま
っ
た
。
南
区
や
中
川
区
な
ど
の
交
通

量
の
多
い
国
道
で
出
た
自
動
車
の
排
ガ

ス
が
、
東
部
丘
陵
地
帯
へ
還
ば
れ
、
そ

こ
に

停
溜
す
る
一と
い
う

メ
カ
ニ
ズ
ム

を
、
気
象
学
的
、
地
理
学
的
に
解
明
し

た
も
の
で
、
二
月
二
十
二
日
か
ら
気
象

庁
で
開
く
日
本
気
象
学
会
春
季
大
会
で

発
表
す
る
。
　
　
・

愛教大の大和田助教授らが観測
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